
住み慣れた地域で
認知症とともに生きる

「認知症なのかな…」
「 もしも、親や身近な人、または自分自身が認知症になったらどうしよう」
そんな心配や不安を抱いたことはありませんか。
９月21日は、世界アルツハイマーデーと制定されており、
世界各地で認知症に関する啓発活動が実施されています。
認知症は高齢者だけでなく、若年性認知症もあり、誰にでも起こりうる脳の病気です。
今回の特集で、認知症について考えてみませんか。

認知症とは
　脳の神経細胞の働きが徐々に低下し、認知機能（記憶、判断
力など）が低下して、社会生活に支障をきたしている状態です。

認知症または認知症の疑いがある高齢者の状況�
� （R5.7.31時点）
　国は2025年には65歳以上の５人に１人が認知症になると予
測しています。
　現在、大崎町は町民の約５人に２人が65歳以上の高齢者で、
高齢化率が高い状況です。認知症は年齢が高くなるほど発症し
やすくなります。65歳以上の高齢者のうち、介護認定を受けた
人で認知症または認知症の疑いがある高齢者は、高齢者全体の
12％、約８人に１人の割合です。

大崎町の
人口

高齢者人口
（65歳以上）

認知症または認知症の疑いがある高齢者※

人数 割合
12,130人 4,986人 592人 約11.9％
� ※認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱa以上の方
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認知症と物忘れの違い
認知症の記憶障害
・�体験そのものを忘れる
・�ヒントを与えられても思い出
せない
・�時間や場所、季節などの見当
がつかない
・日常生活に支障がある

加齢による物忘れ
・�体験の一部を忘れる
・�ヒントを与えられると思い出
せる
・�時間や場所、季節などの見当
がつく
・日常生活に支障はない
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